
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ＮＰＯ赤平市民活動支援センターでは、炭鉱資料収集保存会の協力を受けながら、北海道

遺産に登録された「立坑」や炭鉱機材、資料などを、見学者に易しく説明する「ボランティ

アガイド」を養成することとなりました。 

 ガイド養成は、赤平市公民館の講座として取り組むことし、来年の 

２月頃から７～８回程度の日程となる予定です。 

 現在、関係者と事前の打合せを進めておりますが、具体的内容等が 

決まりましたら、赤平市広報、ミニコミ誌等でお知らせしますので、多くの市民が参加して

くれることを期待しております。 

 昨年７月に赤平市より、赤平市公民館の管理

運営を委託された「ＮＰＯ法人赤平市民活動支

援センター」ですが、多くの市民の皆様のご支

援、ご協力をいただき、活動いたしております。

 では、活動の一コマをご紹介します。 

１１月２日（火）深川市の公民館長や主事の

方々が、赤平市公民館がＮＰＯに委託され、活

発な活動をしているとの情報を元に、視察にき

ました。 

 他市から期待されていることが分かりもっと

頑張らなくてはと会員一同話し合っております 

 赤平中央中学校(横山美貴夫校長)のパソコン教

室を会場に、初級から中級向けのパソコン講座「み

んなであいうえお」を開催しています。講師の 

中口義光氏のほかに、ＮＰＯスタッフも講座のお手伝いをしています。参加者からは、

パソコンで“年賀状”作りをしたいというリクエストもあり、次回の新講座も検討中

です。最後に会場を提供していただいた中央中学校関係者様に感謝申し上げます。 




